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 8 月 31 日（日）横須賀総合体育館メインアリーナ、サブアリーナを使って表記は開催さ

れました。趣旨は生涯スポーツ振興のひとつとして、住民の健康増進と体力の向上を図

り、合わせてチーム相互間の親睦を深めることを目的としています。 

主催は横須賀市、スポーツ推進委員協議会は主管として、横須賀バレーボール協会や横

須賀地区ママさんバレーボール連盟の協力を得て 28チームが参加いただき行いました。 

 

開会式の中で、主催者や来賓あいさつの後、選手を代表して「あらさき」チーム 2名に

よる今までにないユニークで元気な選手宣誓が行われた後 A～Eのことに分かれ大会は行

われました。今回は事前にバレーボール協会、ママさんバレーボール連盟のチームが初戦

からあたるように配慮いたしました。理由は昨年まではくじ引きでは「今回もいつも試合

をしているチームか？」いう意見があり上記のようにしました。 

開会式に出席の来賓の方からは、「今まで市主催行事に出たが今回ほど会場一杯に選手が

おられるのは初めて」の声がたくさんありました。 

今回は年代が若い方が多かったように思います。昨年は親子３世代の選手が出ておられ

ましたが、今回注意深くコートを見てまわりましたがなかったように思います。各コート

からは笑顔が多くみられまた、ハッスルプレーもたくさんありました。 

 

■≪参加されたチームに伺いました≫ 

多くのチームが練習は学校の体育館で１，2回/週行っている、以下にいくつかの声をあ

げます。 

チーム A；長年選手宣誓をやりたかった、工夫を凝らした内容が出来てよかった。「来年も

やりたい」準決勝でフルセットの末敗れたが、他の地区の方と交流できた。 

チーム F；通常の大会では年齢に制限があるが、今回は若手を使った。とにかく笑顔が多

いチームだった。 

チーム K；上記 Fのように普段だったら試合に出られない人を意識的に使った。 

チーム P：チームが高齢化してきた。惜しくも準決勝でフルセットの末敗れたが、チーム

の持ち味である笑顔を前面に戦うことができた。 

チーム S；主力を含め 20代の人が多い。幼い子供たちが「ママがんばれー」「ママナイ

ス！！」の声援。一緒にいた祖父母やご主人もにっこり！ 

チーム O；2試合連続でフルセット。決勝戦も 66分間、監督は「優勝するつもりでした。

とにかく楽しかった」他のチームからは「逆転の〇〇」と呼ばれていた。 

 

★大会の詳しい成績はスポーツ振興課のホームページで確認願います。 

 また、スポーツ推進委員協議会スポ推第 70号で熱戦の状況は確認ください。 



開会式と熱戦を一部紹介 

 

  
  開会式 １       開会式 ２        主管団体挨拶     

      

スポーツ推進委員(左)審判団（右）    元気な選手宣誓 

   

   試合風景 １      試合風景 ２       試合風景 ３ 

         

     フルセットの連続後優勝チーム       大会成績 


